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【手続補正書】
【提出日】平成26年8月13日(2014.8.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　０．５～２．０質量％のＳｉを含有する高強度冷延鋼板の製造方法であって、
　鋼板を非酸化性雰囲気で加熱焼鈍した後、酸洗により鋼板を０．５ｇ／ｍ２以上２．０
ｇ／ｍ２未満溶解させる酸洗工程と、
　酸洗後の鋼板表面に対して、付着量が１００～５０００ｍｇ／ｍ２になる条件で亜鉛を
電気めっきする電気めっき工程と、を有することを特徴とする、高強度冷延鋼板の製造方
法。
【請求項２】
　前記非酸化性雰囲気が、窒素と水素の混合ガスを導入することによって得られるもので
あり、
　前記非酸化性雰囲気中の水素の含有量が１０ｖｏｌ％以下であり、
　前記加熱焼鈍は、加熱温度が９００℃以下であることを特徴とする請求項１に記載の高
強度冷延鋼板の製造方法。
【請求項３】
　さらに、前記電気めっき工程後の鋼板を、０．００１ｇ／Ｌ以上の濃度のＰ含有水溶液
に、該Ｐ含有水溶液の温度が３０℃以上の条件で接触させる水溶液接触工程を有すること
を特徴とする請求項１または２のいずれか１項に記載の高強度冷延鋼板の製造方法。
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